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近年，iPhone，Androidなどのスマートフォンの普及率は増加傾向にあり，これによりスマートフォン向けの位置情報
を用いた拡張現実(AR)アプリケーションが普及し知名度も上がっているが，通常の情報ツールと比べると利用者数の
伸びが著しいとは言えない．本研究では，ユーザーが時間の有効利用ができる場所及び方法の発見を促進できること
を目指し，カメラ画面に位置情報を付随した情報を重ね合わせて提示し，自動的に周辺情報をまとめた画面に遷移し

閲覧するシステムを提案する．このシステムの一連の操作に対し煩わしさを感じさせないようシステムの利用時間を

短く済ませることと，外出先で目的地とは別の場所で空き時間が生じた場合，システムを利用し，空き時間を有効利
用できる周辺情報を入手するきっかけを提供し，空き時間の有効利用の支援を目指す． 
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1. ははじじめめにに   	 	  

	 2001 年頃から携帯インターネットサービスが本格的に

普及され始め，飛躍的に普及率が伸び，現代社会で必要不

可欠な存在となっている[1]．また携帯端末に GPSが搭載さ

れた機種が数多く普及したことにより，利用者の現在地の

位置情報を容易に取得できるようになった．以上のことか

ら，携帯端末などのデバイスがあれば「いつでも」「どこで

も」情報の閲覧，共有といったものが可能となっている． 

上記の時代背景に伴って，情報の共有という点において

コンピュータネットワークを介したコミュニケーションツ

ールや SNS(ソーシャル・ネットワーキング・サービス)の

普及率が増加してきた．近年，代表的な情報サービスの 1

つに Twitter[2]が挙げられる．Twitter はパソコン，携帯電

話，スマートフォンなどのインターネットに接続できる環

境であれば使用可能であり，140文字以内のツイート(tweet)

といわれる短文を投稿できるサービスである．2012 年 12

月の時点で Twitter の月間アクティブユーザー数は全世界

で 2億人を突破している[3]．数ある情報ツールが存在する

中でTwitterのアクティブユーザー数が多い理由の 1つに投

稿の手軽さが挙げられる．1 度の投稿に 140 文字以内とい

う制限がある為，投稿する文章はとても簡単なものとなる．

少しの空き時間があれば手軽に利用できるというのが魅力

の 1つであるとされる．以上のことから，情報ツールに対

してユーザーが求めるニーズの 1つにシステムを利用する
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際の手軽さが挙げられる． 

近年では，iPhone，Androidなどのスマートフォンの普及

率は増加傾向にあり，パソコン並の高スペックの機器を常

時携帯可能となった．これにより，拡張現実(AR)が注目さ

れ始めた．拡張現実は携帯電話やスマートフォンなどのカ

メラで映し出す現実の風景に情報を重ね合わせる技術であ

る．この技術により，提示された情報を視覚的に捉え，直

観的に理解することができる．拡張現実を用いた代表的な

サービスとして，使用した場所に関連した情報を投稿，閲

覧するセカイカメラ[4]が挙げられる．その他にも数多くの

拡張現実を用いたサービスが近年普及され知名度も上がっ

ているが，通常の情報ツールと比べると利用者数の伸びが

著しいとは言えない．この理由の 1つにカメラをかざしな

がらタッチ等の別の操作をするという行為が煩わしい，ま

たカメラをかざすこと自体が恥ずかしい，という考えが障

害になっていることが挙げられる[5][6]． 

そこで本研究では，ユーザーが時間の有効利用ができる

場所の発見を促進することを目指し，カメラ画面に位置情

報を付随した情報を重ね合わせて提示し，自動的に周辺情

報をまとめた画面に遷移し閲覧するシステムを提案する．

画面の自動遷移機能によってタッチなどの別操作を省きカ

メラ画面の起動時間を短縮し，システムの一連の操作とカ

メラをかざす行為により生じる精神的障壁を和らげること

を目指す．外出先で目的地とは別の場所で空き時間が生じ

た場合，システムを利用し，空き時間を有効利用できる周

辺情報を入手するきっかけを提供し，空き時間の有効利用

の支援を目指す． 

本稿では，まず位置情報を付随した拡張現実を利用した

― 625 ―

「マルチメディア，分散，協調とモバイル
(DICOMO2013)シンポジウム」 平成25年7月



サービスに関する知見について述べ，それらを踏まえて空

き時間の使用に重点をおいた位置情報と拡張現実を用いた

情報共有システムを提案する．その後，提案したシステム

の適用実験の結果とその考察について述べ，最後に本稿の

結論を述べる． 

2. 位位置置情情報報をを付付随随しし拡拡張張現現実実をを利利用用ししたたササ
ーービビススにに関関すするる知知見見  

	 近年，日本のスマートフォンの普及率は増加傾向にあり，

2012年 6月までの 3ヶ月平均データによると、日本では全

携帯電話利用者の 23.5%にあたる 2400万人以上がスマート

フォンを利用していると発表された[7]．スマートフォンの

普及により拡張現実を用いたアプリケーションの普及にも

兆しが見え始めている．また，スマートフォンを用いた拡

張現実のアプリケーションの種類には大きく分けて 2つ存

在する．1 つはマーカーなどを駆使して画像認識，空間認

識などの技術を応用して拡張現実を実現するビジョンベー

ス型(マーカー&マーカーレス型)，GPS などから取得可能

な位置情報を利用するロケーションベース型(位置情報型)

である． 

	 次節ではその中でも位置情報を付随した拡張現実に関す

る知見について紹介する． 

2.1 位位置置情情報報をを付付随随ししたた拡拡張張現現実実にに関関すするる知知見見  

	 位置情報を用いる拡張現実を使用する場合，最低でもカ

メラ機能とディスプレイ，GPS機能や電子コンパスが必要

となる．またデータ通信を必要とする場合はネットワーク

接続も必須条件となる．拡張現実が注目をされ始めた頃は，

メガネにカメラが付いたヘッドマウント型ディスプレイな

どが想定されたが，つけている姿が目立つために世間への

浸透には至らなかった．またノート PCと WEBカメラを用

いて拡張現実を実現する方法もあったが，屋外で持ち歩く

には手間がかかり，手軽にシステムを利用するのが難しい

のでこちらも世間への普及には至らなかった．しかし，ス

マートフォンの普及で今までの状況が一変した．スマート

フォンにはカメラ，3G 通信機能によるネットワーク接続，

GPS機能による位置情報の取得，電子コンパスによる 3方

向の取得，タッチパネルによる操作によってアクティブな

動作の実現など，拡張現実を使用するための全ての機能が

備わっている．それに伴い，あらゆる企業でスマートフォ

ン向けの位置情報を用いた拡張現実アプリケーションが

続々と開発されている[8]． 

	 次節ではその中でも位置情報を付随した拡張現実を用い

たサービスの例ついて，セカイカメラと iタウンページ[9]

について紹介する． 

2.2 既既存存のの位位置置情情報報をを付付随随ししたた拡拡張張現現実実をを利利用用ししたたササ
ーービビスス  
2.2.1 セカイカメラ(Sekai Camera) 

	 セカイカメラは，カメラ画面を通して現実空間にエアタ

グと呼ばれるデジタルな情報を貼り付けることで他ユーザ

ーとのコミュニケーションを支援するソーシャル AR アプ

リケーションである．使用端末は iPhone，Android のスマ

ートフォンであり，端末を現実空間に「かざす」だけで，

「その場所」「その時」に対応した情報をインターネットか

ら取得し，現実風景が映し出されたカメラ画面に情報がオ

ーバーレイされて表示される．またユーザーが自らエアタ

グの投稿ができ，そのエアタグは位置情報を介して同じ場

所でアプリを利用する他ユーザー間と共有ができる． 

2.2.2 iタウンページ 

	 i タウンページは，インターネット情報検索サイト「ｉ

タウンページ」の公式スマートフォンアプリである．WEB

サイト掲載の企業やお店、病院やクリニックなどの医療機

関、役所や図書館の公共施設の地域情報まで簡単検索、GPS

を活用した地図表示、ルート案内が可能である．目的のお

店や施設が見つかると、地図やナビゲーション(ルート案

内)を無料で使うことができ、さらに拡張現実を利用した方

向案内も利用可能である． 

2.3 拡拡張張現現実実にに対対すするる印印象象，，考考ええ方方にに関関すするる調調査査  

	 拡張現実についてどのような印象，考え方をもっている

のかを知るために調査を行った．調査対象は 20代の和歌山

大学の学生 6名，50代の和歌山大学の教員 1名の計 7名で，

拡張現実を認識しているとしてアンケートを行った． 

	 調査の結果を以下に示す．まず，「①拡張現実が用いられ

ているアプリを使用したことがありますか？」という質問

に対して，「はい」と答えたのは 1名，「いいえ」と答えた

のは 6名だった．このことから拡張現実の知名度に反して，

利用者数は多いとはいえない．また，「はい」と答えた 1

名は「どのようなアプリを使用したことがあるか」という

質問に対して，「ゲ―ムのキャラが立体視できるようなもの」

と答えた．このことから使用した拡張現実アプリは位置情

報を用いない，マーカー式のものであると推測される． 

	 次に「②今までに拡張現実が用いられているアプリに興

味を持った，使ってみたいと思ったことがありますか？」

という質問に対して，「はい」と答えたのは 7名だった．こ

のことから拡張現実が用いられているアプリを普段使用す

ることはないが，機会があれば利用したいという考えがあ

るといえる． 

2.4 既既存存ササーービビススのの問問題題点点  

	 近年，拡張現実は世間にも伝搬し，その知名度は高くな

っており普及もされているが，実際に拡張現実を用いたシ

ステムをユーザーが自ら手に入れるといった機会は少ない．

また，前章で述べているようにカメラをかざしながらタッ

チ等の別の操作をするという行為，またカメラをかざすと

いう行為そのものに精神的な障壁が発生するというのも普

及を停滞させている一因と考えられる．拡張現実という技

術そのものは調査結果から受け入れられるものと認識でき

る． 
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3. 空空きき時時間間のの有有効効利利用用ををめめざざすす位位置置情情報報とと
拡拡張張現現実実をを用用いいたた情情報報共共有有シシスステテムム  

前章の結果を踏まえて，拡張現実を用いたシステムを利

用することを促し，かつ操作によりユーザーに煩わしい思

いをさせないことに重点を置いたシステムを提案する． 

3.1 設設計計方方針針  
	 本システムは，外出中に生じた空き時間に位置情報を用

いて，その場所周辺の情報を共有，提供することで，時間

の有効利用ができる場所の発見を促進するシステムを目指

す．また，位置情報を付随した拡張現実の有意義な利用方

法の提案も本開発に含む．以下に設計方針を述べる． 

(1) Androidスマートフォン端末の利用 

	 システムでは位置情報を用いるので，利用端末には GPS

機能が必須である．また拡張現実を利用したシステムを実

装するためにはカメラ・3軸加速度センサ・3軸地磁気セン

サが必要となる．今回，本システムではそれらの機能が全

て備わっているスマートフォンの中でもシャープが日本国

内向けに開発され auから提供されている Android OS 2.3.3

を搭載したスマートフォンの IS12SHを利用する． 

(2) カメラ画面に位置情報を付随したテキスト，画像を提

示 

	 システム利用者に情報を提供する機能に，カメラのプレ

ビュー機能を用いる．カメラ画面を起動した一定距離内に，

予めシステム内に組み込んだ位置情報データが入っている

場合，カメラ画面内のその位置にテキストや画像の描画を

行う．システム利用者がその情報を閲覧することで，その

位置に何があるのかをカメラ画面越しに実際の風景と照ら

し合わせて視覚的に提示することができる． 

(3) システム利用場所周辺施設の情報サイトのリンクを

提示 

	 本システムを利用した場所周辺の施設の URL サイトの

リンク情報をまとめたページを提示することで，システム

利用者が周辺の施設・店舗に立ち寄る前に情報収集ができ，

目的を持って行動に移すことができる． 

3.2 シシスステテムム構構成成  

	 本システムの Android アプリケーションの開発には

Eclipseを使用する．開発言語は Javaである．プログラムの

総行数は約 1100行である． 

	 本システムには予めアプリケーション内に位置情報を付

随したテキストや画像データを組み込ませている．使用端

末のスマートフォンが現在地情報を読み込み，その場所周

辺に位置情報を付随したデータが存在すれば，そのデータ

を読み込みシステムの実行に移る． 

3.3 シシスステテムム詳詳細細  

	 利用者は外出中にある場所で空き時間がある場合，本シ

ステムを利用する．以下に機能の詳細について，本システ

ムの利用時の流れに沿って述べる． 

3.3.1 カメラビュー機能 

	 システムを起動し，トップ画面の「カメラビュー	 スタ

ート」のボタンを押すと，カメラ画面が立ち上がる．カメ

ラ画面内にシステム内に組み込んだ位置情報データが入っ

ている場合，カメラ画面内のその位置にテキストや画像の

描画を行われる．図 1に表示例を示す． 

 
図 1	 画面例 

	 カメラ画面を移動させると，位置情報を付随したテキス

ト，画像が特定の位置にのみ描画される．また，位置情報

を付随した場所から離れている距離によってテキストの大

きさが変わる仕組みになっている．図 1のテキストの大き

さを比べるために図 2 を示す．図 2 は図 1 より対象(JR 和

歌山駅)から遠くにいる．画面内の文字は小さく表示される． 

 

図 2	 図 1より JR和歌山駅から遠く離れた距離での画面 

3.3.2 URLサイトリンクページ 

	 カメラ画面内に位置情報を付随したテキストや画像が表

示されてから一定の時間が経過すると，自動的に本システ

ムを利用した場所周辺の施設の URL サイトのリンクが貼

られたページに遷移する(図 3 参照)．拡張現実を用いたサ

ービスの操作に対する煩わしさをどうすれば軽減できるか

を考えた際，自動で画面を遷移させることでタッチ等の操

作を省くという考えに至った．この機能によりカメラ画面

の起動時間を短縮し，カメラをかざす行為により生じる精

神的障壁を和らげることを目指す． 

	 そのページの中に知りたい，行きたい施設のサイトがあ

れば，ボタンをタッチするとそのサイトのページに遷移す

る． 
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	 図 3の各 URLサイトを選んだ理由を以下に述べる．「電

車の運行情報」は電車の遅れ，発着時間をチェックするた

めに取り入れた．同様に「和歌山バスの情報」もバスの遅

れ，発着時間をチェックするために取り入れた．「和歌山ミ

オ(駅ビル)の情報」と「近鉄百貨店の情報」とは空き時間

の利用のために取り入れた．「和歌山市の天候情報」は暴風

警報などが発令されると大学の講義が休講になるため，確

認できるように取り入れた． 

 

図 3	  URLサイトリンクのまとめページ 

4. 適適用用実実験験とと結結果果  

4.1 適適用用実実験験  
4.1.1 実験の目的 

	 本実験は，前章で提案したシステムの操作性とシステム

を利用することで時間の有効利用ができる場所の発見の促

進が可能かを検証する．その検証のために本システムと

2.2.1項で述べたセカイカメラとの比較実験を行った． 

4.1.2 実験環境 

	 本実験は JR 和歌山駅前で行った．実験協力者には使用

端末のスマートフォンを渡して，本システムとセカイカメ

ラを利用してもらった．本システムには JR 和歌山駅周辺

の施設，店舗などの上部にテキストが表示され，和歌山駅，

ミスタードーナツ，ロッテリアのテキストの下にはアイコ

ンが表示されるよう予め設定されている．表 1にカメラ画

面に表示されるテキストの一覧，図 4に使用したアイコン

を示す． 

	 実験協力者は 20 代の和歌山大学の学生 6 名，50 代の和

歌山大学の教員 1名の計 7名である． 

 

表 1	 カメラ画面に表示されるテキスト一覧 

表示されるテキスト一覧 

和歌山駅 

和歌山ミオ 

近鉄百貨店 

ローソン 

ミスタードーナツ 

ロッテリア 

バス乗り場 1 

バス乗り場 2 

バス乗り場 3 

バス乗り場 4 

きのくに線方面 

阪和線方面 

海南市方面 

大阪方面 

 

 

図 4	 使用したアイコン(左:和歌山駅	 右: ミスタードー

ナツ，ロッテリア) 

4.1.3 実験手順 

	 以下に実験の手順について述べる． 

(1) セカイカメラを使用した位置情報が付随した情報の
閲覧 

	 前章で提案したシステムを使用してもらう前に，本シス

テムの比較対象としてセカイカメラを使用してもらう．JR

和歌山駅前でセカイカメラのカメラ画面を起動してもらい，

映し出されたエアタグを自由にタッチして拡大されたエア

タグを閲覧するという一連の動作を行ってもらう． 

(2) 本システムを使用した位置情報が付随した情報と

URLサイトリンクまとめページの閲覧 

	 (1)の後，同じ場所で本システムを起動してもらう．カメ

ラ画面を立ち上げ，画面内に提示されているテキストや画

像を閲覧してもらう．カメラ画面内に映し出されたテキス

トや画像が認識されてから 30 秒後にカメラ画面から URL

サイトリンクまとめページに切り替わる．自動遷移した周

辺施設の URL サイトリンクまとめページから知りたいサ

イトにアクセスするという一連の動作を行ってもらう． 

4.2 適適用用実実験験結結果果  

本実験後に行ったアンケートの結果を以下に示す．アン

ケートの 5段階評価は，1:全然思わない，2:そう思わない，

3:どちらでもない，4:そう思う，5:とてもそう思う，である． 

	 まず，セカイカメラのカメラビュー機能に関する評価を

表 2に示す． 

― 628 ―



表 2	 セカイカメラのカメラビュー機能に関する評価 

カメラ画面全体は見やすかったですか? 3.9 

画面に出たアイコンの情報は見やすかったですか? 3.1 

アイコンはタッチしやすかったですか? 3.0 

閲覧できるアイコン(タッチして拡大したもの)の情

報は有意義でしたか? 

3.3 

セカイカメラのカメラ画面全体の見やすさ，アイコンの

見やすさについての評価はそれぞれ 3.9，3.1という評価を

得た．アイコンのタッチのしやすさという操作性について

の評価は 3.0 という評価となった．また，閲覧できる情報

に関する評価は 3.3と高い評価を得られなかった． 

	 次に，本システムのカメラビュー機能に関する評価を表

3に示す． 

表 3	 本システムのカメラビュー機能に関する評価 

カメラ画面全体は見やすかったですか? 4.0 

画面に出たアイコンの情報は見やすかったですか? 3.6 

アイコンの情報表示は便利でしたか?	 	 3.7 

本システムのカメラ画面全体の見やすさは 4.0 と高めの

評価を得ることができたが，アイコンの見やすさは 3.6 と

高い評価を得られなかった．アイコンの情報表示の便利さ

についても 3.7と高い評価を得られなかった． 

	 次に，本システムの画面の自動遷移及び URLサイトリン

クまとめページに関する評価を表 4に示す．カメラ画面か

ら情報提供画面に移るまでの時間についての 5段階評価は

1:遅い，2:少し遅い，3:適切，4:少し速い，5:速い，である．

情報サイトのまとめページにある閲覧できるサイトの数に

ついての 5 段階評価は 1:少ない，2:少し少ない，3:適切，

4:少し多い，5:多い，である．情報提供画面に移る動作に

ついては，1:自動，2:どちらでもよい，3:タッチ，の 3つの

選択肢を用意した． 

表 4	 本システムの画面の自動遷移及びURLサイトリンク

まとめページに関する評価 

カメラ画面から自動で情報サイトのま

とめページに移動する機能は便利でし

たか? 

4.1 

カメラ画面から情報提供画面に移るま

での時間はいかがでしたか? 
2.1 

情報提供画面に移る動作は自動，タッ

チ，どちらがよろしいですか?	 	 

自動 1名 

どちらでも 2名 

タッチ 4名 

情報サイトのまとめページにある閲覧

できるサイトの数は適切でしたか?	 	 

2.6 

	 本システムのカメラ画面から自動で情報サイトのまとめ

ページに移動する機能の便利さについては 4.1 と高い評価

を得ることができた．カメラ画面から情報提供画面に移る

までの時間については 2.1 という評価を得た．本実験では

カメラ画面から情報提供画面に移るまでの時間は，4.1.3で

述べたようにカメラ画面内に映し出されたテキストや画像

が認識されてから 30 秒である．よって，この評価では 30

秒では遅めということになる．情報提供画面に移る動作に

ついては「自動」を選択したのが 1名，「どちらでも」を選

択したのが 2名，「タッチ」を選択したのが 4名であった．

よって，画面移動はタッチ動作寄りの評価となった．また，

閲覧できるサイトの数については 2.6 という評価を得た．

本実験では閲覧できるサイトの数を 5つに設定している．

よって，この評価では 5つでは少なめということになる． 

	 次に本システム全体に関する評価を表 5に示す． 

表 5	 本システム全体に関する評価 

システム全体のサービスは便利でしたか? 4.0 

Google Mapと比べて，本システムは知りたい情報を

便利に調べることができましたか? 
3.9 

	 本システム全体のサービスの便利さについては 4.0 と高

めの評価を得ることができた．また，Google Map[10]の検

索機能と比べた便利さについては 3.9という評価を得た． 

	 最後に，アンケートの自由記述部分の回答を以下に示す． 

l 有意義な情報を選別するのは難しいかもしれないが，

ユーザーからのフィードバックがあればもっと良い

と思う 

l 実際に自動的に画面が移動する機能を体感すると驚

いた 

l 2chのようにいろいろな情報が文字で表示されるのが

面白い 

l 情報が表示されている場所に近づくと文字が大きく

なるのが良かった 

l 自分で URL が登録できるようになると，もっと使い

勝手が良くなると思う 

l どこに何があるのかがすぐ分かって良かったが，もう

少し位置関係が分かりやすく出れば見やすそうに感

じた 

l 自動で画面遷移する際に「後○秒で移動」といったカ

ウントが表示した方がいいと思った 

l カメラ画面に表示されるテキストの文字色を施設に

よって変えれば分かりやすい 

4.3 考考察察  
(1) カメラ画面内の見やすさに関するセカイカメラと本

システムの評価比較に関する考察 

	 質問項目「カメラ画面全体は見やすかったですか?」の評

価はセカイカメラが 3.9，本システムが 4.0という結果とな

った．セカイカメラの画面の上部に位置情報，ネットワー

ク接続の有無を確認するテキスト，下部にカメラ画面を立

ち上げているときに使用できる機能のボタンがあるため，

映像を映し出す部分が一回り小さくなっているが，これに

よってカメラ画面全体が見にくくなるということはないと

評価結果を見ると考えられる．このことから，カメラ画面
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にその他の機能ボタンなどを追加する場合は，映し出され

たカメラ映像の邪魔にならないように画面端に設置する必

要がある．また，質問項目「画面に出たアイコンの情報は

見やすかったですか?」の評価はセカイカメラが 3.1，本シ

ステムが 3.6 という結果となった．これは，本システムの

方が評価は上であるが，見やすいアイコン表示の改善が必

要である．アンケートの自由記述にも，「どこに何があるの

かがすぐ分かって良かったが，もう少し位置関係が分かり

やすく出れば見やすそうに感じた」とあるので，アイコン

と位置情報との関係性を一目見て理解できるようにする必

要もある．一方で，情報が表示されている場所から利用者

との距離により，表示されるテキストの大きさが変わる機

能については良かったといった評価が得られたので，この

機能をさらに改良すると，アイコンによる分かりやすい情

報提示の改善に繋がると考えられる． 

(2) カメラ画面から URL サイトリンクまとめページへの

移動に関する考察 

	 質問項目「カメラ画面から自動で情報サイトのまとめペ

ージに移動する機能は便利でしたか?」の評価は 4.1という

高い評価となった．これは本システムの画面間の自動遷移

が高い評価を得ていることが分かる．しかし，「情報提供画

面に移る動作は自動，タッチ，どちらがよろしいですか?」

という質問項目に対して半分以上の割合でタッチの方が良

いという結果になった．また，「カメラ画面から情報提供画

面に移るまでの時間はいかがでしたか?」という質問項目に

対しては，約 30秒で画面が切り替わるように設定していた

が，回答を平均すると少し遅めであるという結果となった．

以上のことから，自動で画面に切り替わる機能そのものに

ついては問題ないが，利用者の意思で画面を切り替える機

能も必要であると考えられる．また，自動で画面が切り替

える機能を付けるとするなら，利用者が自由に画面遷移の

時間を設定できる機能の追加が必要になると考えられる． 

(3) URLサイトリンクまとめページに関する考察 

	 「情報サイトのまとめページにある閲覧できるサイトの

数は適切でしたか?」という質問項目に対しては，本実験で

は閲覧できるサイトを 5つにしていたが，回答を平均する

と少し少なめであるという結果となった．アンケートの自

由記述にも，「自分で URLが登録できるようになると，も

っと使い勝手が良くなると思う」とあるので，利用者がシ

ステムを利用した場所の周辺情報を自由に編集，カスタマ

イズできる機能がついた URL サイトリンクまとめページ

へと改善することで，利用者が有意義な情報を入手する手

助けになるのではないかと考えられる． 

(4) システム全体に関する考察 

	 質問項目「システム全体のサービスは便利でしたか?」の

評価は 4.0 という高めの評価となった．このことから，位

置情報を付随した拡張現実によるサービスは利用法によっ

て有意義な結果を生み出すことができると考えられる．ま

た，「Google Mapと比べて，本システムは知りたい情報を

便利に調べることができましたか?」という質問項目に対し

ても，3.9 という評価だった．このことから，拡張現実を

用いて情報を提示するサービスは有用性があると考えられ

る．また，アンケートの自由記述に，「有意義な情報を選別

するのは難しいかもしれないが，ユーザーからのフィード

バックがあればもっと良いと思う」という意見があったの

で，システムのみでなく，利用者からも情報を提示，入力

する機能を追加すると，利用者に提供できる情報がさらに

増えると考えられる．しかし，利用者が追加した情報を他

の利用者が閲覧できる機能を追加した場合，その利用者に

対して提示された情報が有意義なものであるかどうかの選

定が必要となるので，いかにして利用者に対して有意義な

情報を提示できるかが課題となる． 

5. おおわわりりにに  

	 本論文では，利用者が時間の有効利用ができる場所の発

見を促進することを目指し， カメラ画面に位置情報を付随

した情報を重ね合わせて提示し，自動的に周辺情報をまと

めた画面に遷移し閲覧するシステムを提案した． 

	 システムを利用し，空き時間を有効利用できる周辺情報

を入手するきっかけを提供し，空き時間の有効利用の支援

が可能であるか検証するために本研究では適用実験を行っ

た．適用実験結果で得た貢献を以下に示す． 

(1) 利用者の位置と情報が表示される場所との距離によ

ってテキストの大きさが変わる機能は高い評価を得

た． 

(2) 本システムの代表的な機能であるカメラ画面から一
定時間後に自動で利用した場所の周辺情報をまとめ

たページに移動する機能は高い評価を得た． 

(3) システム全体の便利さについては高めの評価を得た
ので，位置情報を用いた拡張現実は利用者に情報を提

供するサービスに対しては効果的であると考えられ

る． 

本稿の実験結果では「空き時間の有効利用をめざす」と

いう部分において，十分な支援を行えなかった．そこで今

後の展開は，本原稿のタイトルにある「空き時間の有効利

用をめざす」という部分に着目したシステムの開発を行う．

さらにユーザーが有意義な情報を得られるようなシステム

が望ましいので，なんらかの学習支援システムのスマート

フォンアプリの開発を考えている． 

システムの機能には，空き時間に使用してもらうことを

考えているので，システム起動時に使用する時間を予め設

定するタイマー機能が必要であると考えている．この場合，

設定した時間によってシステムからのフィードバックが変

化する仕様が必要である．例えば，短い時間を設定した場

合は 1問 1答のような簡潔な問題を提示し，長い時間を設

定した場合は，すぐには解けない長文問題などを提示する
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ような機能が考えられる．また，学習支援システムの中に

も他ユーザーとポイントを争うようなゲーム的な要素を加

えることで利用をより活性化させるような機能の実装も行

おうと考えている． 
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